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諮問第４６４号 

立川市錦町の温泉掘削について 

 

１ 申請者  株式会社立飛ホールディングス 

２ 目 的  新規温浴施設へ供給及び既存施設への配湯（浴用） 

３ 申請地  立川市錦町地内 

４ 地 目  宅地 

□ 掘削工事 

ゆう出路の口径  199.9 ～151.0mm 

ゆう出路の深度  1500 メートル 

施工方法     ロータリー式垂直掘削 

□ 利用計画（予定） 

施設概要      温浴施設及び配湯 

揚 湯 量      112 立方メートル／日 

□ 申請地周辺の状況等（図１～３及び写真①～③） 

土  地      申請者所有 

周辺概況      ＪＲ南武線西国立駅から西に約 40m。周辺は住宅や

病院、商業施設等が立地する。 

          既存建物をリニューアルし、宿泊施設とする予定 

既存源泉等（半径 1km）   なし 

水道水源井戸等（半径 1km）なし 

湧  水（半径 1km） あり（図２参照） 

□ 他法令関係         

特になし 

□ 可燃性天然ガス対策 

噴出のおそれのある地域に該当するため、敷地境界から８メートル以上の

離隔距離を確保する。 

 

資料１－１ 
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地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

 

 

 

 

     

   図３ 詳細図（撮影方向）             ①申請地点 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   ②申請地点周辺              ③申請地点周辺 

：規制なし 
揚 湯 量 ：規制なし 

：21 cｍ2 以下 
揚 湯 量：150 m3/日 以
下 ：6 cm2 以下 
揚 湯 量：50 m3/ 日以下 

申請地点 

① 

図１ 申請地（広域図） 

② 

③ 

図２ 周囲１km付近の様子 

半径１km 

掘削地点 

湧水 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

立川市錦町の温泉掘削について 

（事業者説明資料） 
 

 

 

 

資料１－２ 



●掘削地点
地番：東京都立川市錦町一丁目2991番12

●掘削目的
・計画予定の宿泊施設の浴用及び既存施設へ配湯し、利用する計画です。
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●施工計画
（1）可燃性天然ガス対策
温泉法の可燃性天然ガスの安全対策より
　・掘削孔の位置は、敷地境界から8m以上離す
　・ガス噴出防止装置を備え付ける
　・ガス測定器、消火器を設置する
　・毎作業日に1回以上、メタン濃度を測定・記録する。
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●環境対策等
　　・・廃棄物の処理
　　温泉掘削工事で発生する廃泥土に関して、貯泥タンクに一時貯留、バキューム車にて
　搬出、産業廃棄物として処理する。泥水の現場周辺への流出には特に注意し、
　土嚢袋による流出防止堰を養生設置し、場外への流出防止に努める。

・騒音振動等公害対策と近隣への対応
 　　現場周囲は仮設万能塀にて取囲む。必要に応じて掘削機材の動力源である　　

　モーター部や櫓周りは防音シートにて養生する。発電機は超低騒音型を使用する。
　苦情については早急に対策案を作成し、関係者と協議する。騒音・振動に関する
　苦情は速やかに測定を行い、現況を確認すると共にその状況に応じた対応を行う。

・関係法令・関係機関との協議
　　各種法令や環境への配慮について、関係部署と協議した結果、特段の規制はありませんが、
湧水及び水道水源井戸への影響へ配慮した施工計画（浅層の遮水等）をする旨を受けました。
　※施工計画として、0～600mまではフルホ－ルセメンチングをした計画とします。

（3）揚湯試験
　　揚湯試験内容は環境省自然環境局の温泉資源の保護に関するガイドライン
　（平成26年4月）に基づいて下記の4項目とする

 　１．予備揚湯試験　　　　　　　　　
  　　　濁水の排除を十分に行うとともに、続く段階揚湯試験の基礎資料を得る。　　　　　　　　

　　　調査期間は1日程度を目処とする。

      　２．段階揚湯試験　　　　　　　　　
　　　揚湯量を５段階以上に区分し、揚湯量と水位降下量の関係をQ-s曲線図に示し、
　　温泉井の限界揚湯量を求める。各段階の揚湯時間は原則として、水位がほぼ安定
　　するまで実施し、1段階の揚湯時間を最低1時間以上の揚湯時間とするが、調査時間を
　　延長して水位が安定しない場合は、おおよその水位の安定をもって次の段階に　　
　　移行せざるを得ない場合もある。
　　　1時間当たりの水位変動量が全体水位変化量のおおむね0.2％以内となるまでとする。

      　3．連続揚湯試験　　　　　　　　　
　　　段階揚湯試験で得られたデータを基に、採取制限量が定められている場合では、その　
　　制限量の範囲内で、試験実施者がその源泉で適正と算出した量又は将来的に
　　採取することになる計画採取量を設定して連続揚湯試験を実施する。
　　　水位が安定するまでを基本とし、3～7日間を目処に安定を確認する。6時間当たりの
　　水位変動量が全体水位変化量のおおむね0.2％以内となるまでを目安とする。

　4．水位回復試験
　　　連続揚湯試験終了後、ポンプを停止し水位回復試験を実施する。
　　観測は1日以上とする。

　　※連続揚湯試験中に弊社分析センターにより、温泉登録に必要な
　　　　鉱泉分析を実施する。
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●近隣及び周辺マンションへの説明記録

・対象の方について工事概要を基に説明させて頂きました。

※主な質疑は以下の通りとなります。
Q：工事中は工事看板は付けますか。大型車両は１日に何台くらい出入りしますか。
A：工事看板は設置いたします。大型車両は資材搬入の時と撤去の時が一番出入りする時期となります。
一日5台ほどの出入りがあると思います。掘削の作業に入りましたらＡＤバンと４ｔ車の出入りがあるくらいで
頻繁な車両の出入りはありません。

Q：櫓の倒壊だけが心配なので事前の点検や日常的な点検をお願いします。
地盤沈下や振動による影響が出そうな場合は連絡してください。
A：櫓の下部分には防音シートをする場合はありますが上部分は基本的に風を通す構造になっております。

Q：計画地にはどういったものができるのでしょうか。
A：現在運営しているホテルの別邸という位置づけの温泉旅館を計画しております。

Q：電源は何ですか。
A：発電機です。掘削機の動力はモーターになります。

Q：7時30分～8時30分までの時間は出社する職員が多いですので、配慮頂きたい
A：7時30分～8時30分の時間には通勤及び搬入含め、かぶらないように致します。

Ｑ：敷地内に水井戸があるのですが、井戸に影響はないですか。
Ａ：600ｍまではセメンチングをし、孔内に水が入らない構造です。温泉井戸と水井戸では、
水をとる地層が全く異なるので影響は出ません。

以　　上
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立川市錦町の温泉掘削に係る許可基準の適合状況 

□許可の基準（温泉法第４条第１項各号） 

・温泉のゆう出量、温度又は成分に影響を及ぼさないこと（第１号） 

・公益を害するおそれがないこと（第３号） 

 

基準 本申請の内容 

①温泉に係る地盤沈下防止対策及び適正利用について 

（平成 17 年１月 17 日東京都自然環境保全審議会答申） 

制限距離以上を既存源泉からとること。制限距離以内に源泉

が存在する場合は、揚湯量の合計が②に示される量以下であ

ること。 

制限距離：1000 m 

制限距離内に既存源泉等

なし 

②温泉動力の装置の許可に係る審査基準 

（平成 10 年７月１日東京都告示第 724 号） 

・揚湯量：150 ｍ3／日以下 

112 ｍ3／日 

③温泉掘削・動力許可に関わる井戸・湧水の取扱いについて 

（平成 20 年９月９日東京都自然環境保全審議会温泉部会決定） 
 

ア 

配慮を要する井戸への影響： 

周辺１km 以内の水道水源井戸又は水道未給水地域におけ

る生活の用に供する井戸 

配慮を要する井戸なし 

イ 

配慮を要する湧水への影響： 

周辺１km 以内で、重要な役割を持つとして区市町村が指

定又は判断する湧水 

湧水あり 

 ＜周辺自治体からの申請に対する地下水保全に関する意見＞ 

立川市：地下水及び湧水に影響の無いような適正な工事及び敷地内での雨水浸透 

    促進を願いたい。 

国立市：くれぐれも地下水、湧水への悪影響のないように。 

 

  

資料１－３ 
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・可燃性天然ガスによる災害防止に関する基準に適合していること（第２号） 

 

基準 本申請の内容 

温泉法施行規則第１条の２各号 

ア 

掘削口から敷地境界線までの水平距離が８ｍ以上であるこ

と 

（規則１条の２第１号） 

水平距離 ８ｍ以上 

イ 

火気を使用する設備を設置しないこと 

火気を使用する作業をしないこと 

火気の使用を禁止する旨を掲示すること 
（規則１条の２第２号） 

火気設備を設置しない 
火気作業（※）をしない 
火気禁止を掲示する 
※ケーシングパイプ溶接・溶断、 

フランジ溶接作業を除く 

ウ 

掘削口から水平距離８ｍの範囲内で、関係者以外の立入り

を制限すること 

（規則１条の２第３号） 

周囲にフェンスを設置し、立

入りを制限する 

エ 

携帯型のガス測定器及び消火器を備えていること 

（規則１条の２第４号） 
ガス測定器及び消火器を備え

置く 

オ 

噴出防止装置及び警報設備を設置すること 

（規則１条の２第５号、第６号） 
噴出防止装置：ラム型 
検知器は掘削口直上に設置、

25％LELで発報 

カ 

毎日１回以上、掘削口の周辺のメタンの濃度を測定し保存

すること 

（規則１条の２第７号、第９号） 

毎作業日、メタンの濃度を測

定し保存する 

キ 

掘削に係る災害防止規定を作成し、掘削の場所に備え置く

こと 

（規則１条の２第１０号） 

現場事務所に備え置く 

ク 

災害その他の非常の場合には、「カ」の規定に従って必要

な措置を行うこと 

（規則１条の２第１１号） 

必要な措置を行う 
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諮問第４６５号 

羽村市羽の温泉掘削について 

 

１ 申請者  西多摩衛生組合 

２ 目 的  温浴施設へ供給（浴用） 

３ 申請地  羽村市羽地内 

４ 地 目  山林 

□ 掘削工事 

ゆう出路の口径  199.9 ～102.3mm 

ゆう出路の深度  2000 メートル 

施工方法     ロータリー式垂直掘削 

□ 利用計画（予定） 

施設概要      温浴施設 

揚 湯 量      84.87 立方メートル／日 

□ 申請地周辺の状況等（図１～３及び写真①～③） 

土  地      申請者所有 

周辺概況      既存温浴施設「フレッシュランド西多摩」に隣接。

環境センター（清掃工場）から北に約 100m。 

周辺は住宅や学校等が立地する。 

既存源泉等（半径 1km）   なし 

水道水源井戸等（半径 1km）なし 

湧  水（半径 1km） なし 

□ 他法令関係         

特になし 

□ 可燃性天然ガス対策 

噴出のおそれのある地域に該当するため、敷地境界から８メートル以上の

離隔距離を確保する。 

 

資料２－１ 



2 

 

地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

 

 

 

 

     図３ 詳細図（撮影方向）             ①申請地点 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ②申請地点周辺                ③申請地点周辺 

 

掘削地点 

：規制なし 
揚 湯 量 ：規制なし 

：21 cｍ2 以下 
揚 湯 量：150 m3/日 以
下 ：6 cm2 以下 
揚 湯 量：50 m3/ 日以下 

申請地点 

図１ 申請地（広域図） 

半径１km 

図２ 周囲１km付近の様子 

① 

② 

③ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

羽村市羽の温泉掘削について 

（事業者説明資料） 
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●掘削地点 

 
  東京都羽村市羽字武蔵野 4226番 1 

 

 
 

                                    国土地理院地図 

 

 

 

●掘削目的 

   フレッシュランド西多摩（日帰り温浴施設）における浴用に供するため。 
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●施工計画 

（1）可燃性天然ガス対策 
 

目印杭②

目印杭①

境界プレート

Ｎ
30
.5
0ｍ
（敷
地
(道
路
)境
界
ま
で
の
最
短
距
離
）

掘削申請地点
羽村市羽字武蔵野4226番1

市道3061号線

縮尺：約1／400

既
設
フ
ェ
ン
ス

既設フェンス

機材配置図

⑫
⑥

⑥

⑩

　
　⑨⑦

⑪

⑭

⑧
⑨

⑤

⑯

消火器

携帯型ガス検知器
災害防止規定

③

⑬

⑭

浸透池

掘削地点

①

②

④

⑮

噴出防止装置
ガス検知器

消火器

消火器

8.0m　
　
　
　

半径8m範囲

②
掘削口から8ｍ以内

※火気使用禁止区域
※関係者以外の立入制限

雨水貯留槽

18.87ｍ

⑬

出入口

既設フェンス

仮
設
フ
ェ
ン
ス

仮設フェンス

仮
設
フ
ェ
ン
ス

 

※既設フェンス及び工事用の仮設フェ
　ンスには、それぞれ「火気厳禁」
「立入禁止」の明示札を見やすい
　場所に取り付ける

①掘削櫓

②ボーリングマシン

③作業員事務所

④パイプ架台

⑤泥水ポンプ

⑥発電機

⑦シェーカータンク

⑧泥水ミキサー

⑨泥水タンク

⑩清水タンク

⑪泥材置き場

⑫道工具倉庫

⑬資材置き場

⑭泥水予備タンク

名　　称

⑮BOP操作盤

⑯車両置き場
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（2）環境対策等 

  ・廃棄物の処理 

        ・掘削工事中に発生する土砂･廃泥土及び廃泥水の処理は以下の方法により行い、外部への

流出を防止し、隣接地及び河川等を汚染しないように対策を講じる。 

①掘削機械設置後、泥水循環ラインの構築とともに、現場内空き地に泥水タンク･泥水予

備タンク等を設けそこに仮溜めする。 

②凝集剤を用いて固形物と上水に分離する。 

③掘削土砂混り泥水は、分離器を使用して土砂(地層構成物)と泥水とに分離する。分離さ

れた土砂は、地上に仮置きし現場内敷き均しを行う(敷き均し不可の場合は産廃処理す

る)。泥水については、循環ラインにより再利用する。なお、泥水タンク内に沈殿する

汚泥は、適法に処理する。 

④循環再利用している泥水も適法に処理する。 

⑤予期せぬ事態等で、泥水がタンクから溢れる恐れのある場合は、バキューム車を常備し

何時でも処理できる体制を取る。 

⑥降雨等により仮置き場から流出しないように、シートや土嚢等により養生を行う。 

⑦使用泥水は、植物、動物等に無害なベントナイトを使用する。 

 
 

    ・騒音振動等公害対策と近隣への対応 

    ・騒音規制法、振動規制法及び東京都環境確保条例を遵守する。 

・建設作業に関する「特定建設作業」に該当する機械を使用する場合は、工事前に届出を行

う。 

    ・工事予定地周辺の住民に対し事前説明を行い、工事期間中の協力を求めるが、苦情が発生

した場合には速やかに誠意を持って対応する。 

なお、温泉掘削作業に苦情の原因がある場合は、作業の中断等を実施し、対策をとった上

で工事を再開する。 
 

  ・関係法令・関係機関との協議 

       ・都市計画法 温泉掘削は特に問題はないが、市街化調整区域の住宅造成等規制区域なので建築  

        物を作るようであれば、再度確認し別途指導となる。 

 

  ・その他施工に関する対応について 

      ・交通対策 

掘削工事現場は、大きな区画で立入禁止された敷地の奥に存在するが、機材や    

資材の搬入時は、出入り口付近に人員を配置し、第三者や車両等との接触事故

を防止する。 

       ・防火対策 
①掘削孔及び周囲に複数の消火器を配置すると共に、火気の使用にあたっては 

可燃性ガスの有無を測定器にて検査してから実施する。 

②安全担当者及び代理者を定め、防火対策を行うと共に次に掲げる事項を実施

する。 

・温泉掘削工事の施工に対する安全確保に関すること。 

・災害防止の為の設備の点検、維持管理等に関すること。 

・災害その他の非常の場合の対応等に関すること。 

 

（3）揚湯試験 
      ・予備揚湯である程度の井戸能力を把握した後、下記の揚湯試験を実施し、温泉の井戸能

力を確認する。 

①段階揚湯試験 

②連続揚湯試験 

③回復試験 
・揚湯試験時の排水処理については、複数の沈殿槽を設置し、細砂・泥等を充分沈殿させてか

ら、必要に応じて下水道放流基準値以下になるように対策してから場内の下水道に放流する。 
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●近隣への事前説明結果 

   協議会(近隣住民合同会議)を令和元年 9 月 5 日(木) フレッシュランド西多摩集会施設ふれあい館にて実

施した。 

   またその他、近隣住民には、令和 2 年 10 月 30 日、11 月 2 日、各住宅に回り説明をした。不在宅には工

事説明をポスト投函した。特に意見等はありませんでした。  

 

 

  

令和 2年 10月 

ご近隣各位  

温 泉 掘 削 許 可 申 請 者  

東京都羽村市羽 4235番地

西多摩衛生組合 

温泉掘削許可申請業務受託人

東京都千代田区東神田 1-5-2 

ケー・ビー・システムズ株式会社 

温泉掘削許可申請に関するご案内 

拝啓 

皆様方におかれましては、益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。 

さて、この度フレッシュランド西多摩地内(東京都羽村市羽字武蔵野 4226番 1 )にお

きまして、温泉掘削許可の申請をいたします。温泉掘削許可の取得後、温泉掘削工事を

令和 3年度に計画をいたしております。工事施工につきましては、騒音・振動・災害防

止・可燃性天然ガスの噴出防止・交通安全対策等皆様方にご迷惑をかけない様に細心の

注意を払い、「安全第一」を目標に施工を行ってまいりますので、皆様方の本計画に対

するご理解とご協力を賜ります様、何卒宜しくお願い申し上げる次第です。 

なお、温泉掘削工事を施工する場合は施工前にあらためて工事についてのご案内, 

説明いたしますのでよろしくお願いいたします。 

敬具 

この計画につきましてのご質問、お問い合わせにつきましては、下記までご連絡頂きま

すようお願いいたします。 

連絡先 

〒205ー0012 東京都羽村市羽 4235 番地 

西多摩衛生組合  石川良仁  

TEL 042ー554ー2409 

〒101ー0031 東京都千代田区東神田 1-5-2  

ケー・ビー・システムズ株式会社 佐藤義博 

TEL 03一 3861一 7501 
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羽村市羽の温泉掘削に係る許可基準の適合状況 

□許可の基準（温泉法第４条第１項各号） 

・温泉のゆう出量、温度又は成分に影響を及ぼさないこと（第１号） 

・公益を害するおそれがないこと（第３号） 

 

基準 本申請の内容 

①温泉に係る地盤沈下防止対策及び適正利用について 

（平成 17 年１月 17 日東京都自然環境保全審議会答申） 

制限距離以上を既存源泉からとること。制限距離以内に源泉

が存在する場合は、揚湯量の合計が②に示される量以下であ

ること。 

制限距離：1000 m 

制限距離内に既存源泉等

なし 

②温泉動力の装置の許可に係る審査基準 

（平成 10 年７月１日東京都告示第 724 号） 

・揚湯量：150 ｍ3／日以下 

84.87 ｍ3／日 

③温泉掘削・動力許可に関わる井戸・湧水の取扱いについて 

（平成 20 年９月９日東京都自然環境保全審議会温泉部会決定） 
 

ア 

配慮を要する井戸への影響： 

周辺１km 以内の水道水源井戸又は水道未給水地域におけ

る生活の用に供する井戸 

配慮を要する井戸なし 

イ 

配慮を要する湧水への影響： 

周辺１km 以内で、重要な役割を持つとして区市町村が指

定又は判断する湧水 

配慮を要する湧水なし 

 ＜周辺自治体からの申請に対する地下水保全に関する意見＞ 

羽村市：なし 

瑞穂町：防災用井戸、事業用井戸があることから、掘削による影響が出ないことを望

みます。 

 

  

資料２－３ 
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・可燃性天然ガスによる災害防止に関する基準に適合していること（第２号） 

 

基準 本申請の内容 

温泉法施行規則第１条の２各号 

ア 

掘削口から敷地境界線までの水平距離が８ｍ以上であるこ

と 

（規則１条の２第１号） 

水平距離 ８ｍ以上 

イ 

火気を使用する設備を設置しないこと 

火気を使用する作業をしないこと 

火気の使用を禁止する旨を掲示すること 
（規則１条の２第２号） 

火気設備を設置しない 
火気作業（※）をしない 
火気禁止を掲示する 
※ケーシング溶接作業を除く 

ウ 

掘削口から水平距離８ｍの範囲内で、関係者以外の立入り

を制限すること 

（規則１条の２第３号） 

周囲にフェンスを設置し、立

入りを制限する 

エ 

携帯型のガス測定器及び消火器を備えていること 

（規則１条の２第４号） 
ガス測定器及び消火器を備え

置く 

オ 

噴出防止装置及び警報設備を設置すること 

（規則１条の２第５号、第６号） 
噴出防止装置：アニュラー型 
検知器は掘削口付近に設置、

25％LELで発報 

カ 

毎日１回以上、掘削口の周辺のメタンの濃度を測定し保存

すること 

（規則１条の２第７号、第９号） 

毎作業日、メタンの濃度を測

定し保存する 

キ 

掘削に係る災害防止規定を作成し、掘削の場所に備え置く

こと 

（規則１条の２第１０号） 

現場事務所に備え置く 

ク 

災害その他の非常の場合には、「カ」の規定に従って必要

な措置を行うこと 

（規則１条の２第１１号） 

必要な措置を行う 
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諮問第４６６号 

台東区元浅草の温泉動力の装置について 

１ 申請者 

２ 目 的 

３ 申請地 

４ 地 目  

個人（日の出湯）

公衆浴場へ供給（浴用） 

台東区元浅草地内 

宅地 

□ 温泉井戸の経緯

既設の地下水井戸の分析の結果、温泉に該当した。

□ 温泉の現況

深  度 120メートル 

静 水 位 GL-7.4メートル 

動 水 位 GL-9.21メートル（連続揚湯試験実施時） 

泉  温 17.8 ℃ 

泉  質 泉質名なし（メタけい酸の項により温泉適合） 

□ 申請する動力

出  力 3.7 キロワット 

吐出口断面積 17.57平方センチメートル 

吐 出 量 180-300リットル／分（全揚程 29メートル） 

□ 揚湯量 63.4立方メートル／日 

□ 申請地周辺の状況等（図１～３及び写真①～③）

土  地 申請者所有 

周辺概況 東京メトロ銀座線稲荷町駅から東に約 200m 

周辺は住宅のほか、事業所等が立地する。 

既存源泉（半径 1km）  あり（申請地から約 760m） 

水道水源井戸等（半径 1km）なし 

湧  水（半径 1km） なし 

□ 他法令関係 特になし 

□ 可燃性天然ガス対策 可燃性天然ガス濃度測定の結果、未検出

資料３－１ 
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地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

地理院地図（タイル）（国土地理院）を加工して作成 

図３ 詳細図（撮影方向） ①申請地点周辺

②申請地点周辺 ③温泉井戸周辺状況

温泉井戸 

貯湯槽 

：規制なし 
揚 湯 量 ：規制なし

：21 cｍ2 以下 
揚 湯 量：150 m3/日 以
下 ：6 cm2 以下 
揚 湯 量：50 m3/ 日以下 

申請地点 

図２ 周囲１km付近の様子 

半径１km 

既存源泉 

① ② 

図１ 申請地（広域図） 

③



台東区元浅草の温泉動力の装置について 

（事業者説明資料） 

資料３－２ 



1.動力装置設置地点

申請地点: 台東区元浅草2-10-5
出典　GoogleMAP

/ ページ1 5



2.モニタリング計画

稼働後における揚水量の調査は、
時間計を取り付けモニタリングを行う。

地下水と温度はアルファ工学ロープ式水位計水
温計にて毎月1日にモニタリングを行う。

/ ページ2 5









台東区元浅草の温泉動力の装置に係る許可基準の適合状況 

□許可の基準（温泉法第４条第１項各号） 

・温泉のゆう出量、温度又は成分に影響を及ぼさないこと（第１号） 

・公益を害するおそれがないこと（第３号） 

 

基準 本申請の内容 

①温泉に係る地盤沈下防止対策及び適正利用について 

（平成 17年１月 17 日東京都自然環境保全審議会答申） 

制限距離以上を既存源泉からとること。制限距離以内に源泉

が存在する場合は、揚湯量の合計が②に示される量以下であ

ること。 

制限距離：200 m 

最寄りの既存源泉からの

距離は 200ｍ以上 

②温泉動力の装置の許可に係る審査基準 

（平成 10年７月１日東京都告示第 724号） 

・吐出口断面積：21 cm2 以下 

・揚湯量：150 ｍ3／日以下 

吐出口断面積：17.57 cm2 

揚湯量： 63.4 ｍ3／日 

③温泉掘削・動力許可に関わる井戸・湧水の取扱いについて 

（平成 20 年９月９日東京都自然環境保全審議会温泉部会決定） 
 

ア 

配慮を要する井戸への影響： 

周辺１km 以内の水道水源井戸又は水道未給水地域におけ

る生活の用に供する井戸 

配慮を要する井戸なし 

イ 

配慮を要する湧水への影響： 

周辺１km 以内で、重要な役割を持つとして区市町村が指

定又は判断する湧水 

配慮を要する湧水なし 

 ＜周辺自治体からの申請に対する地下水保全に関する意見＞ 

台東区：特になし  

 

資料３－３ 
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